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21.FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS  BULLETIN Vol.64
フでは、1929 年から 31 年にかけて、クラクフ美術アカデ
ミーで学ぶ学生たち、レオポルド・レヴィツキ（Leopold 
Lewicki 1906-73）、ヘンリク・ヴィチンスキ（Henryk 
Wici ski 1908-43）、マリア・ヤレマ（Maria Jarema1908-58）、








































ば 1937 年）の『タンタジ -ルの死』（メーテルリンク作

















































22. BULLETIN Vol.64  FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS

























































1944, fot. Zbigniew Brzozowsk　クリコテカ提供
図 2　《オデュッセウスの帰還》独立地下劇場, 
1944, fot. Zbigniew Brzozowsk　クリコテカ提供











術の状況は、1945 年から 1949 年（公式に社会主義リアリ
ズムが国の唯一正式の様式と定められた年）、1949 年から


















































フランスからの帰国後、1947 年 10 月よりカントルはク
ラクフ美術アカデミーで教えはじめた。1948 年 3 月には
クラクフの作家クラブにて「第三回若手造形作家グルー
































































































と尼僧』（初演 1963 年 6 月 8 日クシシュトフォリ画廊）
（図 4、5）にて「ゼロ演劇宣言」を行った時期とが重な
る。
図 3　《小さなお屋敷で》クリコ 2, 1961　撮影者不明　クリコテカ提供
25.FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS  BULLETIN Vol.64
カントルは「ゼロ地点」に立ち戻ってリアリティを取


































































心の高さが伺える。同年 4月 28 日には、クシシュトフォ
図 4　《狂人と尼僧》クリコ 2, 1963, 撮影者不明　クリコテカ提供
図 5　《狂人と尼僧》クリコ 2, 1963, 撮影者不明　クリコテカ提供











1967 年 5 月 9 日から 11 日にかけては、ワルシャワの
フォクサル画廊でカントルの個展「アンバラージュ」が
開催され、1965 年から 67 年にかけて制作されたカントル
のアンバラージュ作品が展示された。1967年 8月23日に
は、「海のパノラマ的ハプニング」を実施。オシェキで開






















1967 年 9 月から翌年 1月にかけて開催された第 9回サ
ンパウロ・ビエンナーレで、カントルの「アンバラージュ」
展出品作品が展示され、同作品が第二位を獲得、また同
年 10 月 1 日から 2年間、クラクフ美術アカデミー絵画科
の教授に就任する。
1968 年 3 月 8 日、抑圧的なゴムウカ政権に反対する学
生たちのデモが発端となった、いわゆる「3月事件」35 が
始まる。同日、カントルはニュルンベルクへ赴き、3月
29 日から　　4月 3 日にかけて「コラージュの原理」シ
ンポジウムに参加し「コラージュからアッサンブラー
ジュへ」展（4月 4日－ 5月 12 日、ニュルンベルク近代













図 6　《水鶏》クリコ 2, 1967, 撮影者不明　クリコテカ提供
図 7　《水鶏》クリコ 2, 1967, 撮影者不明　クリコテカ提供





















10 月 30 日には、クシシュトフォリ画廊でカントルのハ
プニング「マリア・ヤレマへのオマージュ」が開催され
た。約 40 分にわたって続けられ、クラクフ美術アカデ










1969 年 4 月 30 日から 5月 12 日にかけて、クリコ 2は
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る。1年後の 1971 年 2 月 20 日フォクサル画廊にて「タデウ
シュ・カントルのマルチパートの最終段階」が行われた。






42　1975 年 11 月 15 日「死の教室」初演　クシシュトフォリ画
廊。
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